
 

 

 

 

 

 鳥が相応じて和やかに鳴きかわす様、『嚶々』のように、「子供」「保護者」「教師」「地域」の四者が

「『嚶々』のこころ」で連携を深め、相互の信頼関係に基づいた教育を推進し、校訓の具現化を図る。 

 

 

「よく学び 明るく 強い むろばっ子」 

 

 

・子供が温かく受け入れられ、磨き合える雰囲気のある学級経営に取り組 

みます。 

・子供が学ぶ・学び合う楽しさを実感できる授業に取り組みます。 

・やりがいや達成感を感じられる、子供が主体・主役となる児童会活動や学 

校行事等を展開します。 

・子供の規範意識を高め、当たり前の日常を大切にします。 

 

 

 

・「困ったら子供に戻る」を合言葉に、子供にとって何が一番大事かを常に 

考えます。 

・常に子供のそばにいて、子供の思いをつかむことに努めます。 

・全職員が一丸となって教育活動を進めます。 

 

 

 

・ホームページや通信を充実させ、学校の方針や子供たちのよさを積極的 

に発信します。 

・保護者や地域の方の学校への積極的な参画や、子供による地域への参画 

（貢献）を推進します。 

 

 

 

・教職員が子供と向き合う時間を増やし、子供とのかかわりからやりがい 

を実感できるようにします。 

・心身のリフレッシュや見通しをもった業務遂行による家庭の時間も大切 

 にする教職員になります。 

 

教育目標 「『嚶々』のこころ」 ―切磋琢磨― 

重点目標２ 子供を第一に考えた教育活動を展開する教職員集団 

経営方針 ～こんな学校に！～ 

重点目標４ 教職員が働きたい、教職員の家族が勤めさせたいと思う学校 

重点目標１ ２０４名の子供が大切にされ、一人一人に活躍の場がある日常 

  「やりぬく力」 

  「明るい心」 

  「じょうぶな体」 

校 

訓 

重点目標３ 保護者や地域に信頼され、ともに歩んでもらえる学校 


